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   《 ７月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  ○東播磨支部総会（9月2日に予定していましたが、今年度は開催しません） 

  ○ ９月２９日(土)美しい憲法を作る兵県民の会大会16:00～18：00（講師：伊藤哲夫先生） 

  ○１０月２１日(日)全国戦没学徒追悼祭（淡路） 

  ○１１月２５日(日)三島忌（時間未定,場所未定） 

  ○１２月 ９日（日）神戸支部総会（講師：東郷宏重先生（元海上自衛隊（一佐），東郷平八郎元
帥曾孫），会場：未定） 

 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

 

《
淡
路
支
部
総
会 

 
 
 

・
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
》 

憲
法
記
念
日
の
五
月
三
日 

(

木)

午

後
六
時
よ
り
、
淡
路
市
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
（
兵
庫
県
淡
路
市
多
賀
）

で
、
日
本
会
議
兵
庫
淡
路
島
支
部
平

成
三
〇
年
度
・
第
八
回
総
会
に
併
せ

て
「
憲
法
改
正
の
実
現
」
と
題
し
て

憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。 

第
一
部
の
総
会
で
は
、
地
元
選

出
の
衆
参
両
院
の
国

会

議

員
（
秘

書

代

理
）
、
兵
庫
県
議
会

議
員
、
淡
路
島
内
の

三
市
よ
り
市
議
会
議

員
を
迎
え
、
約
八
〇

名

の

有

志

が

集

っ

た
。
事
業
報
告
・
会

計
決
算
報
告
な
ら
び

に
事
業
計
画
等
が
審

議
さ
れ
、
締
め
括
り

に
「 

―
畧
― 
国
生

み
の
島
の
誇
り
と
日

本
の
歴
史
・
伝
統
・

文
化
を
尊
重
し
、
明

る
い
豊
か
な
日
本
の

創
造
と
、
憲
法
改
正

の
実
現
を
め
ざ
し
て

国
民
運
動
を
推
進
す

る
。
」
と
の
宣
言
文

が
採
択
さ
れ
た
。 

第

二

部

の

憲

法

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同

施
設
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
会
場
を

移
し
約
百
名
の
参
加
者
を
迎
え
た
。

先
ず
県
本
部
の
本
名
運
営
委
員
長
よ

り
開
催
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
、
櫻
井

よ
し
こ
共
同
代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
我
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変

化
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
激
し
く
、
こ

の
憲
法
が
本
当
に
私
た
ち
の
憲
法
で

い
い
の
か
、
勉
強
し
て
疑
問
を
以
て

解
決
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。
民
主
主
義
の
国
で
は
国
民
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『
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
と
自
衛
隊
』 

を
上
映
し
、
命
が
け
で
国
民
を
守
り 

貢
献
す
る
自
衛
隊
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
学
習
し
た
。 

引
き
続
き
憲
法
改
正
の
提
言
と
し

て
、
議
員
の
立
場
で
兵
庫
県
議
会
議
員

（
自
由
民
主
党
・
神
道
政
治
連
盟
兵
庫

県
議
員
懇
談
会
会
長
）
の
永
田
秀
一
氏

が
憲
法
改
正
の
必
要
性
を
分
か
り
易
く

説
明
し
た
。
次
に
先
の
大
戦

を
子
供
時
代
に
体
験
し
英
霊

の
遺
族
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
谷
忠
義
氏
（
兵
庫
県
遺

族
会
副
会
長
・
淡
路
祖
靈
社

奉
賛
会
長
）
よ
り
発
言
が

あ
っ
た
。
本
人
の
体
験
か
ら

戦
時
中
の
徴
兵
制
の
不
条
理

な
面
に
も
及
言
さ
れ
「
戦
前

の
よ
う
な
軍
国
主
義
に
戻
る

こ
と
の
な
い
よ
う
叡
智
を
集

め
、
全
世
界
の
平
和
を
目
指

す
た
め
に
も
、
自
国
と
民
族

を
守
る
た
め
の
独
立
国
家
と

し
て
の
責
務
を
果
す
こ
と
が

で
き
る
国
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
一
刻
も
早
く
憲
法
改
正

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
訴
え
た
。 

締
め
括
り
に
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括
と
し

て
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
国
民
の
会
の
声
明
文
を
朗
読

し
、
当
支
部
に
お
い
て
も
参
加
者
全
員

が
賛
同
し
た
。 

以
上
の
通
り
、
有
意
義
且
つ
盛
会
裡

に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

《
女
性
の
会 

教
育
講
演
会
》 

『
葛
城
奈
海
先
生
を
お
迎
え
し

て
』 

日
本
会
議
兵
庫
女
性
の
会
第
一
〇
回
教

育
講
演
会
に
、
葛
城
奈
海
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
“
国
と
自
然
を
守
る
と

い
う
こ
と
”
ー
真
の
自
立
国
家
に
な
る

た
め
に
ー 

と
題
し
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

先
生
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
防
人
と

歩
む
会
会
長
、
や
お
よ
ろ
ず
の
森
代

表
。
自
然
環
境
問
題
・
安
全
保
障
問
題

に
取
り
組
ま
れ
、
森
づ
く
り
、
米
づ
く

り
、
漁
業
活
動
等
の
現
場
体
験
を
も
と

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
尖
閣
諸
島
海

域
に
漁
船
で
一
五
回
も
渡
り
、
現
場
の

実
態
を
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
又
、
五
〇
日
間

の
予
備
自
衛
官
補
の
厳
し
い
訓
練
を
受

け
、
私
を
滅
し
公
に
尽
く
す
！
を
学
ば

れ
、
色
々
な
所
へ
出
向
か
れ
る
等
、

数
々
の
実
践
に
基
づ
い
た
講
演
内
容
に

感
銘
致
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
も
自
国
は
自
分
た
ち
で
守
ら
ね

ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
日

本
は
す
る
べ
き
課
題
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
日
本
会
議
兵
庫
女
性
の
会
は
、
発

足
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
混
乱
し
た
世
相
を
立
て
直

し
、
日
本
の
正
し
い
心
を
再
生
す
る

為
、
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
意
を
強
く
致
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
波
多
野 

勢
子
） 
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《
阪
神
北
支
部
総
会
》 

米
朝
会
談
が
行
わ
れ
一
時
的
に
緊

張
が
緩
和
さ
れ
た
か
に
見
え
る
が
、

我
が
国
に
対
す
る
脅
威
が
決
し
て
解

消
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
核
弾
頭
や

ミ
サ
イ
ル
が
廃
絶
さ
れ
ず
、
拉
致
被

害
者
の
釈
放
に
も
全
く
前
進
は
見
ら

れ
な
い
。
中
国
艦
船
の
接
続
水
域
へ

の
進
入
も
数
を
拡
大
し
、
ロ
シ
ア
も

極
東
で
の
活
動
を
活
発
化
し
て
い

る
。 そ

ん
な
中
、
本
年
の
記
念
講
演
会

は
元
海
上
自
衛
隊
一
等
海
佐
で
あ
ら

れ
、
関
西
水
交
会
幹
事
長
の
浅
野
武

司
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
海
上
自

衛
隊
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
の
テ
ー

マ
で
映
像
を
使
わ
れ
詳
細
克
明
に
お

話
し
を
戴
い
た
。 

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
る
我
が
国
の

経
済
を
支
え
る
貿
易
量
の
九
九
、
七

パ
ー
セ
ン
ト
は
海
上
輸
送
に
依
存

し
、
生
存
と
発
展
の
た
め
に
は
シ
ー

レ
ー
ン
の
安
定
維
持
が
不
可
欠
で
あ

り
、
外
交
・
防
衛
・
警
察
的
役
割
が

必
要
と
な
り
、
「
我
が
国
の
領
域
及

び
周
辺
海
域
の
防
衛
」
「
海
上
交
通

の
安
全
確
保
」
「
よ
り
望
ま
し
い
安

定
し
た
安
全
保
障
環
境
の
構
築
」
目

的
の
た
め
海
上
自
衛
隊
は
現
在
約
五

万
人
で
以
っ
て
組
織
さ
れ
日
夜
そ
の

任
に
当
た
っ
て
い
る
。 

 

現
在
の
平
和
安
全
法
制
は 

一
、
事

態
認
定 

二
、
武
力
の
行
使
と
武
器
の

使
用 

三
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
の

三
要
点
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
判
断

す
る
に
不
明
瞭
な
箇
所
が
有
る
。 

今
後
、
防
衛
装
備
品
の
国
内
開
発

と
国
際
競
争
力
、
装
備
品
近
代
化
に

伴
う
維
持
経
費
の
増
大
と
予
算
の
増

額
、
人
的
資
源
の
確
保
即
ち
少
子
化

に
よ
る
若
年
層
の
減
少
を
補
う
女
性

自
衛
官
の
活
用
、
一
部
業
務
の
民
活

化
が
想
定
さ
れ
る
が
、
や
は
り
憲
法

に
自
衛
隊
の
存
在
が
明
記
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
志
願
者
も
増
え
る
の
で

は
、
と
の
お
話
を
戴
い
た
。 

そ
の
後
、
最
新
の
海
上
自
衛
隊
の

装
備
、
活
動
、
訓
練
状
況
を
収
録

し
た
ビ
デ
オ
を
視
聴
さ
せ
て
頂

き
、
隊
員
の
方
々
の
懸
命
な
勤
務

状
況
を
解
り
易
く
知
る
事
が
出
来

た
。 

 

普
段
心
の
底
に
眠
っ
て
い
て
気

付
き
に
く
い
問
題
も
、
身
近
な
人

た
ち
に
伝
え
合
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
世
論
を
変
え
形
成
し
て
い

く
事
が
出
来
る
事
を
痛
感
し
た
。 

六
月
二
三
日(

日) 

於
い
て 

南

口
会
館 

講
演
会
出
席
者 

四
十
四

名 
 

阪
神
北
支
部
事
務
局 

金
岡 

俊
彰  

ま
た
、
懇
親
会
は
、
講
師
を
囲

み
、
我
が
国
の
防
衛
を
熱
く
語
り

合
う
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。  
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《
西
宮
芦
屋
支
部
総
会
》 

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
本
年
の
定
時
総

会
は
、
六
月
二
四
日
（
日
）
に
廣
田
神

社
参
集
殿
に
て
行
わ
れ
、
事
業
報
告
な

ら
び
に
決
算
の
報
告
、
事
業
計
画
な
ら

び
に
予
算
の
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
あ
と
、
『
我
が
国
の
防
衛
と

憲
法
改
正
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
、
関

西
防
衛
を
支
え
る
会
会
長
で
、
元
海
上

自
衛
隊 

阪
神
基
地
隊
司
令
［
元
海
将

補
］
の
高
橋
忠
義
氏
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
憲
法
九
条
改
正
は
な

ぜ
必
要
か
？
と
い
う
事
に
対
し
、 

① 

憲
法
に
我
が
国
の
防
衛
を
明
文
化

す
る 

②
憲
法
九
条
と
自

衛
隊
と
の
関
係
の

正
常
化 

③
自
衛
官
に
名
誉

と
誇
り
を 

④
次
の
世
代
に
健

全
な
国
防
意
識
を 

⑤
国
防
に
対
す
る

国
民
の
意
思
明
示

と
い
う
定
義
を
示

さ
れ
、
今
、
自
民
党

内
の
と
り
ま
と
め

案
に
は
、
文
言
を

細
か
く
論
ず
る
こ

と
な
く
、
速
や
か

な
る
“
戦
略
的
無

条

件

賛

成
”

を
！
！
と
声
高
ら

か
に
宣
誓
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
懇
親
会
は
、

講
師
を
囲
み
、
我

が
国
の
防
衛
を
熱

く
語
り
合
う
懇
親

会

と
な
り

ま
し

た
。 
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